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第一章緒 言

長きに本演習林概要起草せらるるに首り本演習林の地質も亦其概要を該書中に記載したり。然

れども昔時時日の許されざるが矯めに此等地質の各居に豆りて詳細なる機械的並に臓物組成分を考

究するに至らざりしが，今訟に共等・各試料に就て此れを研究しtAて林内各所に露出せる断崖並に此

目的の馬めに特IL林内に設けられたる撃井の各居を彼此相封比して其関係を明かにするととを得た
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り。向ほ此等堆積物の起源地として西方直線距離約18粁に鋒ゆる樽前火山及び西北方約28粁を隔て

支劫.湖畔に吃立せる恵庭獄等を考ふることは地理上及び堆積物質の欣態より堆して営然首肯せらる

ぺき事ならんも，筆者は未だ仔細に渉りて雨者の比較研究を了せざれば主主に明言を避〈。更に此等

組成績物に依りて本堆積物中に時期心境を劃すべきものと看倣すべき位置を確め得たるが故に改め

て裁に本文を草し本演習林の地質研究報告とせり。

本調査研究に賞り不断の援助を興へられたる現演習林長中島騎吉博士並に昭和三年現場に於て

親しく援助せられたる前苫小牧潰習林波出所主任佐々木行樹氏及び昭和十二年貰地調査の際種々利

便を輿へられたる現営仮出所主任鈴木幸太郎氏更に内外雨業に於て経始賞験を援助せられたる元首

教室雇員梯{左彬氏に厚〈謝意を表す。

(第 l園参照)位置友地勢第=章

本演習林は共概要に記されたる如く，北緯42
0

40'，東経141"36'に位し，臆振園勇梯郡苫小牧町字

「オテーネ」に在り。西は御料林に連り，南は苫小牧町k有林fC接し，東は園有林未開地を隔てて村落

に封し，北は民有地に境すo西北方遥かに樽鵡，車庭の火山を望み，南東里徐にして太平洋岸に逮す。
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室蘭線苫小牧騨に下車し，北進するとと2400米にして本林の入口に撞し， f~îほ林内2180米徐に

して， i反出所に至る，共問林道は多少の高低あるも車馬自動車を通歩るを得。本演習林の総面積は

寅測商債2255:ha)官会を占め全両積は火山抽出物を以て被覆せらる。

本林は勇梯Jl I と苫小牧川との聞に介在するー圏の丘陵林にして，海抜 5 米)~至90米聞に在り，

数多の渓谷林内を縦走し地形梢々複雑なるも幌内JII，熊ノ津及び其中聞に位する中津の流域l乙依り

地勢自ら三分せらる。而して縫谷に望む斜面は 20')う至25
0

の傾斜をたすも他は一般に平坦にして高

原状をなせる所多し。谷底は w蹴ね内外の勾配を矯し，車馬を通巳木材搬出の用に供するを得。

数多の漢谷中，水流の存するは幌内川及び熊ノ津の一部にして，幌内川は共源を林内の泉に護し，

水量豊富且清jJJJなり。 i反出所，苗圃，殖民家屋，茨竃等此沿岸に集中すε
アペ Pイ

道路は主要なるもの三保あり，ーは苫小牧より本林入口に達し祇出所前を通過して厚平内部落

に至札二は本林入口より王子製紙株式合枇山繰軌道に沿ひ本林の西南部を通過して支拐湖に遣す，

賓に苫小牧町より軌道約15哩なりとす。三は本林入口附近より分れて本林の東南部境界線に沿ひ，

夫れより林内に入り勇掛川に泊ふて厚平内に透す。術ほ此外林内には林道及び歩道の布設せられた

るもの多く交通運搬の便比較的良好なり。

第三章地質概報

第ー節地形と地質 (第1.2. 3.幽〉

本林の地形を硯るに東南方に低〈西南方に失第に高まり，横谷は概ね西北より東南に走る。従

て林内の脊嶺も亦此れと相平行し，漸次東南方l乙低夷せり，蓋し嘗地方隆起の中心を西北方に有せ

しに起因するものにして現在の地形は更に共後θ削制作用と火山抽出物の堆積に因るものたるや明

かなり。

林内の地買は一言にして之を遊せば全く火山抽出物を以て厚く被覆せられたるものなり，と調

ひ得べし。然れども共抽出物は噴出の時期に依りて大さを異にし，叉所にf去りて多少其堆積白状態

を異にするも林内各所の断Jj:~及び撃井に就て比較研究するに概して共居序を等ふし，既成地形上に

等しく地積したるものなるととを推知するに足る。而して林地の基盤を成すもθは次白色の援友岩

にして演習林入口に近き断崖(第2闘〕及び厚手内並に幌内川線操焼竃所在地の断崖の下部及び勇

梯川縁の躍に露出し敷米乃至数十米tc:及ぶもの之なり。第2固に掲ぐる桂j伏断面圃は主として林内

各所・に露出せる天然の民及び特に研究の局めに撃穿したる竪穴に就き作製したるものにして貰際の

i伏態を示すものなり。止t(')j;友部t保積物は即ち前記基盤の上に堆積したるものにして而も現地形の高
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低に踊係なし換言すれば高地に於ても亦低地に於ても各屠序の整然たるは即ち大穂本地形の構成

後に於げる陸上の堆積物たるを想はしむ。此れ第2国各断面倒並に第3闘波放の地居を一目すれば

明か友り。

第=節 柱扶地質断面圃友び其説明

林内地質は第2闘に示す各所・に於ける断面圃並に共説明に依りて瞭然たるべし。

A圃は本演習林入口に近〈断陛をなして露出せるものにして，町有林匝域に麗し，践の表部は

海抜約2.5米に位し，陛下道路並にて約7米内外の地酷なり。本林i反出所を距る南方約2.4粁にあり。

本断面倒中最大深度を示す崖にして，共上部はそれぞれ各所の断固と類似の居序を示し下部に至り

ては其岩質を異にし多量の石英を含蓄するものあり，金泉屠16を戴へ，全居厚16乃至17米を算す。

B闘は本林仮出所に近接して掘撃したるものにして，第11屠及び第12屠に於て出水の矯め掘進

不能となり中止せり。此深度約3米とし，共支部は海抜約23米にして，幌内川に沿ひ，林内子夷の

地なり。

C闘は本林幌内事業医第:39林班内に在り，前記B場所の西北方約250米を隔りたる殆ど同レペ

ルの地鮪に於て，探土の目的を以て掘り下げられたる箇所にして，約加O糎厚の断面を露出せるも

のなり。従て前記B固と比較すれば雨者極めて相接近し，且殆e'f司竺三竺に位し，土佐積嘗時の欣況

は全く等しかりしものと見るべく，自ら土佐積屠7))1)¥態は殆左全く相等し。唯B断商は新たに掘撃し

て此れを観察し， c断固は或期間露出されたる掘崖に就て観察したるものなれば，各居。示せる色

彩に於て多少趣を異にするものあるに過ぎ宇。

D闘はi反出所の西北方約1000米を隔て，海抜約40米の地貼I乙掘撃したる竪井にして，幌内事業

匪第29林班に属し，表部より23居を教へ，深さ約7.4米に於て崩落の矯め掘進不能となり，此れを中

止せり。本断面は前者に比し共高度約20米の差を有し.而して用者土佐積のj伏態を閥るに，細IZ:渉り

℃は多少の相建は琵れざれども，雨者殆E泉居の紙態を等ふし，首時の土佐積物が現地形Ir闘はらす写，

大韓等しく累積するととは即ち現地形が此等堆積後の削剥に因るものにあらざるととを推知するに

足る。

本撃井は前者に比して深度大なるが故に，前断固に現はれざる下部の地居を精確に知り得た

り。而して共下居に於て等しく石英の存在を示せり。

E闘は腕内事業匪第21林班内に在札幌内川の上流川縁に露出せる崩崖にして， i既出所を距る

西北方約1750米に存す。表部は海抜約40乃至50米の地艶を占め，累唐の敢13を算すれども試料を保

耳元したるは第6屠以下なりとす。露出金居。厚さ約5米にして，共最下居に於て石英を含むととは
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後章に記す。

F闘は本林の東北並に北境を~Jずる勇梯川に沿ひ，勇拶#深附近の川縁に露出せる断院にして，

表部は海抜約20米にあり，金泉居の数16，会居!享約5.5米を震はせり。累居のi伏態はイ"Jれもよく他際

のものに類il).すれども，特i亡上宇都に於てはA断固に著しく類似せるを見る。本累j音は F宇都に於

ては多少1ft積のえた態を異にしたるものの如き矧あり，本地はAIIfrl{rtの路lま・北方に嘗l>7K平IIfi隊約 5

粁の川岸K臨めり。共下康に於て石英を産するととは等しく後輩に記す。

G聞は王子製紙株式合主t山線 3.51哩の地黙に波紋をなして露出せる切割にして海抜約4M歪50

米t亡位す。 表部より 18庭を数ふるととを得ぺ〈全居厚約6米なり。大憶に於て前記諸断面iの累}昔に

類似し第13居と第16居に於て判然たる腐ftli.居を挟みそれぞれ他の断面に見るw;杭滑に釘比す。キ;演
習林内i亡於ける火山地出物が地形IC感じて波秋をなして堪積する欣態を日lfl瞭K観察するととを得ぺ

し。(第3図参照)本地lま敏道沿線の切害1)にして試料採取に便ならざれば僅かに4試料を採取して，

比絞研究せり。

第3同 王子軌道/財if{1.51~1j!地駄に於ける波株取積欣態を示す

(A) (8) 

山端例鴨瞥御物 品

内側神岬入庁庁調吻~~-:";

第四章地質詳報

第一節 各層の機械的組成分 (第1表A)'J至G)

林内に於てI也居の露出するものは各所に存在すれども，共主なるものは前記の数露骨m及び特に
聖書井に依りて得たるものなり。今此等前記断面闘に相営ずる各居の機械的組成分を示して，地唐の

欽態を明かにし以て治林共他本火山次池上に於ける複々の施業に関する事術上の研究にまをする所あ

らんとす。
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機峨分析の方法としては，蝶に属するもの即ち杭僅2粍以上は飾別法に依り. 2托以下即ち砂

粘土の分析は簡単に傾i協法に依り，従来用ひ来れるASK土壌淘汰t去に依らざりし:事を断り置く。

従て普通土壊の淘汰分析に用ふる珠措及び作法は，此れを趨用せざりき。此れ此等特種の物質に封

して果して共同的に添ふべきや向ほ多少疑問の存するものあればなり。

第=節 各居を組成すii岩石

本演習林区域を構成する堆積物は前記せる諸断商聞及び諸表に明瞭なる如<.全く火山抽出物

にして主として夜白色の火山傑，火山砂，及び火山友より成り，此れに嘗時の表部を夫 k示すもの

と.F(}.はるる黒色若くは幡褐色の腐植土居を挟む。機は主として次白色に小黒瓢を車占在ずる浮石翼岩

屑にして輝石及び長石は明かに肉眼に依りて認むるととを得。多孔質なれEも君主欣構造を成すもの

と織維構趨をなすものとあり，前者には前記せる茨白色の地に小黒離を有するもの此れに鵬し，梢

々便〈して脆弱ならや，主として累屠の上部を占む。後者即ち融維構造を有するものは，絹糸光揮

を有し，前者の如〈ゴマ聾色を呈せや，共組成鏑物は肉眼にては前者の，如く明瞭ならや，多くは友

白色叉は梅次色を呈し，柔軟にして脆弱なり，概して累唐の下部に現はる。此等岩礁中に混じて靖-

友色織僚なる安山綾織の小岩片を僅かに認む。

次に各断商各試料に劃して其成分を簡単に記載せん。但し各居全部漏れなく試料を採集したる

にあら歩.叉採集したる試料も他の試験に使用し壷されたるものありて，必やしも各断煽の累居敷

と試料散とは一致せざるも各蹟商の屠序番披(第2刷〉と試料番鞭(第7表及び第2表〉とを一致

せしむる方，相互比較の上に理解し易1聖書占多きが故に.d+れを→致せしめたり。慌て試料番続中佐

々欠披を出したる形となりたるは止むを得ざる次第なり。

A)演習林入ロ町有林「オテーネJ.'ζ露出する断塵

本柱祇断面は全唐大約16唐より成り，就中黒色若くは黒初色晦櫛土居を成すものは6居を敷ふ

るととを得ペし。而して此等は主として共90%以上は細土より成り，僅かの小浮石礁と小さき岩片・

とを混す=るに過ぎや，浮石は他唐と等しく主として粒欣構詣0ものなれども，第9居に於ては繊維

構造Dものを有ず。 6唐とは 1，4， 7， 9，11，14，の各居を指す。第2第3第5第6第8の諸居は等し

く岩片としては汚染の矯めに多少着色せられたるものあれども，多くは茨白色ゴマ盤色の浮石礁に

して，長石，紫蘇輝石及び普通輝石は明瞭に認められ，其他黒色叉は晴色の轍慌たる小岩片を視や

るととを普通とす。第10は砂嬢土居にして，上部楳居とは趣きを異にし，礁の量も極めて少し僅

10粍以上のものは 100瓦の原土中唯一個を存し;精霊き感あり，査し安山岩質熔岩ならん。浮石の大

部分は繊維報遣を有するものに属す。第12居中に出づる岩境は組粒献の梢々重:きものと来軟にして
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粉々軽き繊維献の浮石塊とよりなり，ノ!、片のものは材j々 重〈上方諸居中に出づるものと多少趣きt

異にす。第13居中にるるものは極めて柔軟にして甚だ軽き風化せる浮石にして，赤褐色を呈し前者

とはまた異なりたる観を呈す。第四及び第15'は判然たる境を示さや，漸修して 152糎の厚屠を成せ

ども，上下に於て共機械的性質を異にす。第1表A断崖の機織的組成分を見るに，第四試料は何65

粍ったの大塊を有すれども，此は火山砂，火山女，浮石片及び岩片の稿k岡結したる程度のものにて，

水中にて軽〈座すれば解離して夫々浮石片，岩片，砂及び友となり，僅敷粍大の浮石片，(繊維構趨

にして淡紅色を呈す)2 J~至 3 粍犬の黒色岩片，無色透明錐形の石英結晶及び長石，雲母等を認む

るととを得。故に斯種の国結塊を解離して共機械的割合を求むれば，蓋し15'の試料に類似したる結

果を得ぺし。但し15'試料は其色に於で淡色なり。本第15居中には所々に斯の如を口結塊を宙I績的に

介在する事は注目すベき事とす。第16及び16'居は本断面の最下居を成すものにしで淡夜白色の擬友

岩より成り，此れに第16試料の示す如く第三紀頁岩及び砂岩と思はるる蝶及び石英棋を含有し下方

に於ては第 16'試料の如き綿色又は赤褐色の綾密なる硬き国蝶より成る部分あり。轍草野竪硬の藷岩

様のもの，又は砂岩様にして安山岩と見ゆるものもあり，更に小さきものの中には砂岩及び赤色の

古凝友岩織のものも存在せり。但し此等の関礁は局部的と見え，共後本場所は探土盛に行はれ且崩

落等の局め今は容易に得難き試料となれり。

B)演習林波出所に接して藍井したる断面

本新商にて検し得たる屠は12居にして，第11居と第12屠迄にて出水したるが故に掘進を中止せ

り。各屠を組成する岩片は一般断面の上部に見る種類Di手石蝶にして屠によりては多少汚染せられ

て補色又は暗色を示せども，本来は茨白色のゴマ瞳観を呈するものなり。此れに暗友色jう至黒色の

綴平野なる安山岩様の小岩片を混じ各断岡下部居に見る如き識維構造の浮石を見守。

C)幌内事業E第39林腫採土石場の断面

本農は前断面作製の位置に接近せるが故tz:.，共麿序並に構成岩種も殆E全く等しく，試料採取

も亦之れを省略し，主として現場に於て此れを検査し，僅かに第11居及び第12唐の2試料を探取し

て此れを機械的に又鏑物的に比較せり。

D) 闘鯵23祢班標高約40米地鈷に聾井したる断面

本断面は全唐23唐より成り，就中第11唐腐続土居までは大韓C断固のものに等しく多少着色汚

染の差はあれEも，等しく粒般浮石蝶及び熔岩片より成る。然れEも第12居及び第14居を構成する

浮石は，風化著しく梢々柔軟にして上部のものと共欣を異にす。第13屠は上部一般のものに等し。

第 15，16， 17の3居を構成するものは大部分が安山岩・様の熔岩礁より成り，殊に第17居を成すもの

は比重大なるが如し。第18，19， 20の3屠は相類し前三者とは全く異り，大部分は浮石にして少量
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の岩片を混え，浮石は業補色叉は貰-次色の美しき色を呈し.風化して極めて艦く且柔軟なり。第21

暦は大部分が浮石礁にして之れに熔岩片を混え，前者に似る所あれども亦粒般の浮石蝶をも有して，

一般土居のものに類似する賠もあり，第22及び第2~3居は共に粒欣及び繊維紙D浮石蝶を主とし.此

れに少量の岩片を交へ，一般土居のものに類似する離もあれども，繊維構造の浮石を産するととは

一般下居に特有なりとす。叉本断固に於ても第21第22第23の三居中に少量の石英を認むるととはま

た注目すべき事なり。

E) 同第24林班標.約40乃室町米の地貼に露出する断崖

本断商に於ては杢居13を露はし，就中第6屠腐板土屠以上は前記諸断面各・居に於ける此れに封

比するものと大韓同一物質より成り，肉眼的にも相違する離を見出さざれば，試料探取を省き第6

居以下を採取せり。第6，第7，第8の3唐は前記D断面の第日第12第13及び第14tc.相官するものにし

て，大部分は粒般の浮石蝶より成り，之れに極少量の熔岩片を混守。第9唐及び第9'屠はD断面に

於ける第15居以下第20居に相営し，赤禍色乃至黄褐色の風化せる柔軟なる浮石蝶より成る。第10居

及び第11唐は共組成分は共に酷似し，前断面居の第21tc.相賞するものなれ Eも石英の含有判明せ

t-。第12及び第13唐は共t~相類し，大部分は柔軟なる風化浮石より成り，此れに少量の熔岩片を混

じ第13居に於て初めて石英粒の存在を確・認したり。

F)熊ノ濯事業直第40林班に勇揚川に臨みて露出する断崖

会唐童生16D中第14居まではそれぞれ前記諸断面各居の此れに封比すべきものに大館類似し，一

般的の粒欣楠遣を有する浮石礁に少量の小岩片を混やるものより成る。第15唐に至れば僅景の石英

粒を含有し，浮石陳も亦繊維欣のものとなり，此れに水成岩と思はる L織幸子iなるIJ、岩礁を混す=。第

16居K玄りて石英和:ー及び同様。浮石陳も更に多景.となり，活片・の割合は減少せり。第16宿トは大部分

が繊維偶浩を有する極めて軽き淡補色を呈する風化せる浮石蝶より成る。本喋は容易に略体すると

とを得ぺき程度のもiのなり。此外ι機械堅便なる岩片をも少貴tc混す=。此中には黒色頁岩様のものも

存在す。本試~'I中には石英を認むるとと能はぎりき。

G)王子製紙株式曾枇山線軌道浩線3.5哩の地に於ける切割に露出する断面

全居敷18を敷ふるととを得れども，前記の如く餓道沿線の掘割なれば，試料採取充分ならや，

僅かに第13第16第17第18の4居に就て之を搾取せり。第13及び第167)雨居は何れも暗黒色の衡杭土

居にして，前記諸断面の相営居に!t比すぺきものにして，多くは粧き浮石より成る。第17居は外翻

黄綿色(内部は黒色〉の稿k使き多孔質の熔浩礁より成り，礁の僚たなるものは40粍以上に建する

ものあり ο第18屠は黄赤色を呈する浮石礁と上部第17居左成す岩礁の小なるものとより成り，浮石

醸D犬なるものは符[35粍に及び多孔質繊維欣の柔軟なるものにして貨赤色を呈す。
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第 1表 各断「主主各居の機械的組成分 (原土に聾する百分率〕

試料 世襲
最試料大中

時以上 110-5粍 I 5-2粍
採集 鏑 所

番披 2-0.01粍 o川粍以下 粒径

1 0.22 O.日7 4.54 89.65 47宮 12 

2 6.50 9.05 25.32 55 D8 3.宮5 22 

3 49.72 17.05 16.74 1633 016 35 

5 38.98 14.14 20.06 2655 0.27 50 

6 lD.D7 13.10 ~33 44.66 。'<'4 説}

7 0.00 O.DO 2.30 2.m 94.09 7 

8 1<1.04 16.13 26.17 46.71 0.95 15 A 

9 000 。00 1.81 3品37 63.8宮 7 
昔責習林入口町有林オテ

10 21.25 0.38 .t 83 必).45 33.09 50 
ーネに露出する断選

11 0.00 3.70 3.泌 242 9068 13 

12 18.95 6.42 4，0.10 33.83 0.69 52 

13 9.6D 3.23 22.57 32.26 8226 28 

14 (I.{)O 0.15 。77 39.63 59.45 7 

15 83.13 1.07 0.15 5.79 9.86 65 

15' 0.00 。00 4泊。 4311 5昔日9 6 

16 0.00 0.33 0.42 4:.96 94.29 。
lW 1:).23 35.13 32.79 2231:) 0.46 18 

1 0.4.0 3.H: 1905 73.50 3.87 11 

2 931 10.69 2fHl9 41:).D3 20D 20 

3 14.~! fJ 16.42 36.74 31.58 0.98 25 

4 21.33 14.90 26.00 32.48 5.29 28 

5 29.35 15.22 2'J.D2 32.58 0.03 32 B 

6 I~U:9 11.95 3428 37.61 3.27 19 演習林滋1IJ所に接して

7 15.29 10.46 27.12 45.24 1.89 20 撞弁しt:る断面

8 61.37 18.21 12.53 7.10 。79 35 

9 (~.4日 4.40 泊9.52 59.04 6.56 11 

10 I.D5 2.41 1426 57.04 24.44 14 

11 0.35 4.16 19.2生 68.62 7.63 12 

12 5.92 13.42 34.61 4.-375 2.30 14 

10 000 0.00 0.D8 39.65 59.47 5 C 

11 17.60 9.70 25.20 45.12 2.38 38 幌内事場業の新0/..岡第39林綾採土石
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試料 世襲 砂 粘- 土 試料中

番務 附以上|ト5粍 I5-2粍 最粒 大径
採集 簡 所

2-0.01粍 0.01粍以ーF

1 5.60 3.0() 16ぷ} 56.宮5 1875 28 

2 1.50 3.80 23.70 67.45 3.55 17 

3 3.10 5.00 19.90 68~~) 3.60 15 

4 16.10 12.00 0.40 70.ll7 1.43 19 

5 27.50 21.20 35.80 1519 0.31 20 

6 25.ω 23附 28.00 18.80 4i70 28 

7 33.50 12.00 25.50 2465 盛35 28 

8 43.制 2920 25.邸} 1.47 0.53 50 

9 6.10 1200 369() 42.75 2.25 15 

10 59.00 18.oO 16.50 5.45 0.55 33 
D 

11 O.{貰} 2.30 6.10 86.45 455 12 

12 5.00 11.00 28.50 44.40 11.10 気》
同第23林君証機高量制}来

13 7.50 23.30 30.20 42.14 6.86 18 地慰l二11弁しれる断面

14 3.00 3.50 13.削 22.5晶 57.96 13 

15 3.30 ¥15.70 36.00 1575 19.¥15 18 

16 6.50 1¥1.00 19.50 以).84 11.16 12 

17 48.30 18.50 16.70 13.53 2.97 20 

18 31.41 19.()¥I ¥13.17 6.60 19.00 ~) 

19 30.35 26.15 36.50 4.37 ¥1.63 35 

~) 0.00 526 42.14 46.03 6.57 9 

¥11 6.00 4.以} 18.70 47.2晶 113.26 ¥14 

lliI ¥11.49 5.97 9.84 2257 4013 ¥14 

23 2953 211α} ~).97 9.61 17'c)9 Hl 

6 0.50 11.00 9.0() 48.67 39.83 10 

7 6.30 5，c)(】 25.割} 日0.3温 3.H: 29 

8 富.70 5.20 12.10 36.()O 44.00 13 

9 ¥14.70 10.70 31.60 14.85 18.15 復}
E 

9' 30.説} 21.20 34.50 11.20 2.00 30 
同第24称班標高約鉛J'J

遷50米地lIliに露出す s
10 O，Ck) 0.30 0.70 44.55 54.45 8 

断昼

11 O.，K) 0.(ゆ 0.16 4494 54訓} s 

1¥1 41.70 宮.60 10.70 32ぷ} 12.60 臥}

13 10.政} ¥1，制} 16.90 35.00 3.'，.00 40 
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試料 機 砂 粘土
粒霊最式料筏大中

時以上 110-5粍 I5-11粍 採集 筒 所
番嫌 11-0.01粍 0.01粍以下

1 0.00 0.66 7.110 18.43 73.71 8 

2 1.33 3.37 保).製} 511.34 2.76 17 

4 12.89 19.56 39.99 26.73 0.83 22 

自 20.¥19 15.89 2674 36.03 1.11 30 

7 69.44 9.86 8.20 11.11 1.39 45 
F 

9 鋭).94 0.70 1.34 4.68 2.34 50 
熊ノ海事業風第40林班

10 ¥).00 091 8.18 45絹 45.45 8 

11 0.00 1.67 1l3.33 
に勇柳川に臨みて露出

67.50 7.50 10 
ずる断崖

12 4.95 15.79 34.96 43.41 0.89 15 

14 115.67 1524 32.35 25.67 1.07 30 

15 0.00 O.似} 0.311 54.82 44.86 6 

16 0.00 0.07 3.57 62.63 33.73 8 

16' 13.14 6.76 16.03 組.8P 19.112 35 

13 0.00 3.80 5.70 64朗 25.61 14 
G 

16 3.0() 0，(附 6.4.0 70.85 19.75 19 
軌於とF.子道tt 製紙株式曾量士山線

17 69.70 6.80 3.10 1724 3.10 4.0 
沿線 3.5OQ!の娩に
る切割i二露出する

18 7.4.0 8策} 6.110 53.211 2498 35 
自衛面

第三節 舎居を組成す~鏑鞠 (第2表A)う至G)

第2表は本線林地を構成する前記各地居に就て一々共組成績・物θ種類及び割合を検鏡したる結

果にして，本林地を構成する鏑物は此れに依りて一目瞭然たる忘のあり，本検鏡の試料は原試料中

より礁(粒僅2粍以上〉を飾別除去したる所謂細土より更に粘土に届すぺきものを洗去したる建物，

即ち普通砂と稿する程度のものに就て行はれたる結果なり。

ヨたに本表に記載せられたる特殊D語について設明を試みん。

1)採築地居番競は前記各断面圃(第 2 圃)並に第 1 表に記したるものに符挽するもの\~t.-

て，試料番親もまた此れと一致せしめたり。従て採集せぎりし地居及び探集せるも他の寅験に使用

し蓋したるものの呑蹴は之を依如せり。

2) 明暗とは鏡下に此れを検して明かに鏑粒たるととを認め得る程度のものを意味し，汚濁不

旬!なる土粒岩肢の如きは此れを不明;僚として大慢の割合を表はせり。

3) 無色とは上記明瞭たるものをカ!~色鏑物と有色鏑物とに別ち共無色なるもののた韓の割合を
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示して，有色，無色雨鋳物の割合を明かにせり。

4) 各鏑物別けの割合を表はす文字は，鏡下に弐0意味及び大慣の割合を示すものとす。(割

合は鏡下に於ける鏡粒の占有する面積〉

試科

番貌

1 

2 

3 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

1a 

13 

14 

15 

15' 

16 

16' 

1 

F...・H ・..Flood….....・ H ・....・ H ・.......・ H ・60%以上

A・・・・…..Very Abundant ・・・・・・…・・・・…・・60-.30%

a ....・H ・.Abundant ・…・・…....・H ・-……50-40%

C. .……Very Common .……....・H ・..却-30%

c ………Common………...・H ・.....・H ・-・3ひ-20%

s ...・ H ・..Scarce....・ H ・....・ H ・....・ H ・..，…20-10銘

S .，.・ H ・"Very Scarce …...・ H ・......・ H ・.10-5%

r .，.・ H ・..Rare'…...・ H ・...・ H ・'"・ H ・...・ H ・.5-1%

R....・H ・.VeryRare ....・ H ・....・ H ・....・...僅かに存在を認め得と程度のもの

第 2表 各断崖各居の鯖物的組成分

% 明瞭なる粒の績物分げ

明 長石|石英|殺事|鰭|鰐1:閃1;-1雲母 採集簡 F時

60 96 s 一 F r r R R R 
60 55 A 一 Iえ C S r R 

75 69 A 一 r c S R r R 
75 &6 A 一 一 C S R R 一
71 6a A 一 一 C S r R 
53 70 A 一 S c S 一 r R 
65 63 A 一 r C S R S 一 A 

5a 98 S 一 F r R R R R 滋賀林入口町有林

71 97 S 一 F r r r R R オテーネに露出す

7 84 F 一 S S r R R r る断崖

41 66 F 一 一 c S r r r 
90 8il C a S S r S S 一
95 94 c a s r 一 r r r 
85 94 C a S r R r r R 

90 70 C c s c T r S R 

62 94 S F E z R R r 一

時。 81 I F 1-1-[ s I r 1 R [ r 1 R I 
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試科 % 明瞭なる般の鎖物分 ¥1

事F競 長石|石英|時 1:警|襲警 I~閃 lf| 雲母
採集筒所

明

2 75 47 a R C s R I s 一
3 70 59 a 一 S c s r 

4 70 67 A 一 S c S R r 一
5 60 47 a 一 T a S R r 一 B 

6 60 59 a s c s R R 一 演習林仮出所に接

7 65 4s a 一 S a s R R して竃弁しれる断

日 7() 57 A 一 r C s R r 一 面

9 30 63 A R c s R r 一
10 創} 78 F 一 一 s S R 一
11 必} 72 F R s S r r 

12 23 6時 F 一 c r R R 一

10 60 89 C A S R 
C 

一 r r 
幌内事業甑第39林

11 50 45 a 一 a s 一 r 
班採土石揚の断面

1 52 73 F 一 r s S 一 r r 

2 72 61 A R c s r 

3 77 63 A R c S 一 S 一
4. 66 46 a 一 R C s 一 r 一
5 60 47 a R C s r 一
6 76 出 A 一 R C s r r 

7 70 52 A 一 一 C S 一 r 

8 30 30 C -ー 一 a c 一 R 一
9 6() 52 A 一 R C s 一 r 

1() 6() 62 A 一 R C S r 一 D 

11 30 75 A 一 s s S 一 r R 同第23林漉標高約

12 30 59 A 一 一 C S 一 T 一 4.~1来地魅i二富良弁し

13 f首} 43 a 一 C s ー司 r 1:墨画断面

14 55 55 A 一 r C s R S 一
15 30 43 a 一 R C s R r R 
16 24 39 C 一 一 a s 一 r 一
17 21 品8 a 一 C S 一 r R 

18 58 57 A R c S -ー S R 

19 8 73 F 一 一 s S 一 r 一
20 8 67 F 一 r c S 一 r 一
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第四節 土器諸成分前究の慣値

表部堆積唐を機械的に叉岩石及び鎖物的に共粗成分を仔細に検するととは，地質感上及び土壌

撃の立場より見て決して看過するとと能はざる緊要の事項なヲとす。然るに本研究が，動もすれば

等闘に附せられてゐるととは，世界大家の等しく認むる所にして叉誠に遺憾とする所なり。荒地質

皐者は従来斯種。研究に興味を感せ歩，農撃者は此れを憶劫に感じて不聞に附したる結果ならん。

殊に比較的小1ti:子。鋸物性に閲しては，向ほ研究の能地多大なるものあり。

抑々斯開堆積物の組成分を究むるととは， 1)此等堆積物が其基韓と如何なる闘係にあるか，

即ち本物質は姥積物 (Residualdeposits)なりや，或は運積物 (Transporteddep3sits)なりやの医分を

明かにするととを得ペ(， 2)仮りに運積せられたるものとせば，そは奮き岩石より導かれたるも

のなりや，又は新しきものより来れるものなるやを知札 3)或は水成なりや，叉は風成なりや，

等共成因を零ね共堆積営時の環境をも考察すべき大切なる資料となるものなり， 4)更に又特殊地

域に於ては此等組成織物D研究は異種堆積居比較の基本となり，叉共直分の標識となる場合あり，

5)或は堆積物が他物の震めに汚染せられて，同種のものが異観を呈し，或は異種のものが同翻を

呈する場合を匡別する上に，強き指導を興ふるものなるととを知れり。

斯の故に岩屑 (Detritus)及び土壌 (Soil)鎖物の研究は各居相互の闘係を封比する上IC必要訣く

べからざる慣値を有するものなりと信宇。

本林地質研究の場合も，また此等の諸賠を比較して，各居。水平的関係を考へ，併せて垂直的

に共饗化を考察せり。

第五節 各断面各眉の封比

本林を構成する各堆積居が，樽前統に属すべきや，叉は裏庭統に属すべきものなるやは，昭和

8年7月， 日本火山製舎々報 h火山"第1巻第3慌に護表せられたる農事試験場技師浦上啓太郎氏

外2氏の精細且騎範固に亙れる，北海道に於ける火山次に閲する調査書中に記載しaうれば，ままには

該黙に輔るるととを避け，唯前掲の各断出居が相互に如何なる関係に存するやを簡記L，以て林内

の地質を更に明かにせんと欲す。

第2圃に於て見る如く，本断商は大瞳に於ては互に相類似すれεも亦夫々多少屠序を異にし，
或は厚〈或は薄〈所に依りては全く依如す:s如きものあるを認むべし。就中最も明瞭なるは樽柿ー土

買なりとす。鴎椋土居は即ち昔時の地表を示すものにして，或期間堆積作用の中止せられたる事寅

を表はすものと思惟するととを得べきも，逆に賞時の地表は必歩腐椋土居を構成するものとは断言
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し能はざるべきは，理明の事寅なり。叉仮りに構成せられたりとするも共後の削制作用に依りて消

失したるものあるべし。されば単に断商に現れたる樹植土居の教のみを以て，共降tff(砂礁の期を劃

L，各断固に就て此れをtJ比するも.必やしも相互に相封目医するものにあらざるべし。そは腐板土

居が存在すべくして然らざるものあるべければなり。故に本林の如き小直域に於て，地居の不整合

閥係の判然たるものを認むる能はや，1l上記せる資料の範聞に於ては，各居。物理欣態及び共岩石

鎖物組成分の相違即ち其等物質に存する顕著なる相濯を考慮して，共土佐.積に一時期を劃する示標と

なすととは， また緊要昧くべからざる要素なりと信十。

本断固各閣敏土居に就ても，此等の諸要素を考躍して此れをtJ比すれば~さに於ける第 7 居，

Bに於ける第10居， cに於ける第10居， Dに於ける第11居， Eに於ける第6居， Fに於ける第10居，

Gに於ける第13居(りは，共に相封癒するものなるべく，又Aの第9唐，DD第14屠， Eの第8居，

Fの第13居， Gの第16居(?)も夫身封癒すぺきものなるととは蓋し事責なるべし。此れに依りて観

るに此等雨樽柿土居聞に，此種櫛板土居の依如せるもののあるととも，各断面をtJ比すれば自ら

明瞭なり。此れ共賞時。環境に多少の相違ありしを認むるに足るべし3 向ほ各断面中，共類似する

居を居位を保ちて相封比すれば， Aに於ける第10居， Dの第18厨， Eの第9及び第9'唐 Fの第14

唐に相営し Fに於ては第14居と第15居との聞に堆積居の快如あるものの如く見ゆ。

更に各首I面に就き其織物分布。欣態を検するに第2表に示したるが如く A断面に於ては第14居

以下， Dに於ては第21居以下 E に於てはtíH~居以下 F に於ては第15居以下に於て，始めて石英

の顕著なる出現を認むるととを得ると共民共岩質に於ても亦岩礁に於ても全く水成因ι思考せら

るべき砂岩，頁岩等の完全なる閤蝶を介売する等，上部の各土佐.積居とは官時の環境t全く異にする

ものなるととを，容易に首宵するに足るものあり。拾に一時期を割し，該唐以下を洪積期に属する

7k成因の !1~積物とし，上部各唐を沖積期に属する風成因のものと思惟し，一境界線を設けたる所以

なり。

第軍軍結 章

以上記載したる諸章を線、括すれば，ヨえの数項に要約するととを得ペし。

1) 本潰習林は全直域に亙りて火山被出物。椛積より成り，現在v.:>.tll!.形は略ぽ此等抽出物の排.

積前に構成せられたるものなるととを推知するに足る。即ち洪積期に於て既に略t!'現地形を成した

るものと推定せらる。

2) 第2闘各断面嗣主題賞するに，所を異にするに従ひて，多少は共塁手の土佐積j伏態を異にし，
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封比すべき唐にして其厚さに多少の厚薄を生ヒ，叉時には之を扶如するものありて，共居教に相蓮

を来せるものあり。此れ岩屠抽出賞時の風の方向及び共他の原因に依り， .或は一度堆積したるもの

も，局部的に削除せられたる結果に依るととを物語るものならん。故に此等の諸悪~を更に精細に調

査すれば，又噴出嘗時の環境を更に詳細に察知する資料となるべし。

3) 場所・を異にするに依りて，岩礁汚染して共観を異にするものありと維大組織ての断面に於

て各居夫k相11上むすべきものなるととを容易に認め得ぺし。特にま下2米乃至2.5米の地割には，厚

さ約20糎の晦植土居を有し，此れより上置は慨して組粒竪硬なる友白色の浮石蝶よりなり，本林地

に於ける一般値生も亦本'M続土居以上に於て成育するものなることを知る。

4) 該'M値土居以下に於τも居の厚薄はあれEも相互に相封比すべき地屠の存在を認め，本林

地質の地下j伏態を推知するに足る。

5) 更に此等諸辰を構成する岩石及び鏑物D研究に依りて，各断面各居は，下雇去に至りて繊維

構造を有する浮石磯を出し，而して多くは風化著しく柔軟にし℃赤嶺色乃至黄補色を呈するととを

通則とし，従てこf:性も亦蟻土質となれるを見る。

6) 鏑物組成分i乙於て特事すべきものは石英の存否なりとす。第2表に見る如〈深度。大なる

断面A. D，・ E. F各断i盆並に盤井に於ては，共下居I乙於て比較的多量の石英を含有し，角閉石も

亦梢頚著となれり。此れ此等D地屠は此所に一大境界を劃するものと思惟せらる』ものにして，前

章第五節に詳記せり。

7) 主断溺第16居D下部試料第16'は磯として全く水蝕を受けたる珪岩，砂岩，頁岩其他火成岩

礁とも忠はるる径十数粍えの闘機を多量に含有し，又共上部試料第16居にも多少の砂岩及び頁岩醸

の蝶を含み，共水域因たるを明かにせり。又E断面に於ても第15及び第16居に於ては水成岩と思は

るL岩片を混じてゐることは，更に上記の事責を裏書するものな九

8) F断面はi也理上他Dものに比して偏在し，且勇働JIID岸に臨めるものにして，自ら他の断

両と多少居序t::異にし，或厨D訣如せるは堆積賞iI'寺の環境を梢々異にしたりし結果ならん。
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The Gaolo6Y of the TJmakomai E疋perimentalForest， Hokkaido 

By 

Seizo Nakao 

The superfical accumulations covering the whole area of the college experiment forest consist 

of volcanic ejectments. The present topography is supp3sed to have been constructed before the 

deposition of these surface materials， that is to say， it was almost completed in the diluvial period. 

Where did these accumulated materils come from? The present writer is not yet entirely 

certain， but it is not difficult to suppose that they came from volcano， either Tarumae or Eniwa， 

which situated to the west and north-west of the forest， respectively， are the nearest ones. 

Obsεrving fig. 2. one may see a little variation between the geological columnar sections A I 

B， C， etc. Some deposits are thick and others thin. sorne coarse and others fine， and at last 

the correlation deposits disappear. These phenomena give a c¥ue to the direction of the wind at 

the time when the ejectmeni:s were thrown out from the crater， and also to the erosion subsequent 

to the accumulation. 

In th己 forestthere are so:ne humus巴ousbeds with a thickness about 20 cm.， in the horizon of 

2 or 2.5 meters under the surface. Al1 layers above this horizon， generally consist of coarse 

somewhat hard grayish white pumiceous gravels， and general1y plants in the forest also grow in 

these layers. 

Under this horizon one may see several layers in the field and recognize that their component 

materials are reddish-brown or yellowish-brown in colour， becoming gradually soft and loamy pro司

ceeding downwards as a result of weathering action. The pumice gravels composing these layers 

mostly show silky lustre and fibrous structure. 

Factors worthy of Stecial mention， mineralogically， are the appearance of quartz grains and 

crystals in some layers of deep horizon. As shown in table 2， one sees conspicuous quartz in the 

layers of some profiles at greater depth， for examples， A， D， E， F. Hornblende becomes also 

somewhat conspicuous in these horizons. It seems possible therefore to draw a line of demarcation 

dividing the dep)sits into parts ALLUVIAL and DILUVIAL. 

/ l¥1oreover one may see some various water-worn round pebbles composed of quartzite， sand-

も
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stone， shale and other igneous rocks with' a diameter of 1 or 2 centimetres in layers 16 and 16〆

of the profile A， and 15 and 16 of profile F. 

These all apear in the layers under the line of demarcation. In view of these facts， the 

writer believes that the line of demarcation is to be considered to divide REGENT (AI1uvium) 

from PLEIST02ENE (Diluvium) depositions in the field. 


